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絆を大切に深化し続ける連携

ちがいを ちからに 変える交流・連携

毎年、 渋谷区ゆかりの自治体も集まる 「くみん

の広場」
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渋
谷
区
と
鹿
児
島
市
の
歴
史
的
な
縁

　
毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ
る
「
渋
谷
・
鹿

児
島
お
は
ら
祭
」
は
、
渋
谷
区
と
鹿
児
島

市
の
交
流
の
一
環
と
し
て
回
を
重
ね
、
今

年
、
20
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
道
玄
坂
と

文
化
村
通
り
を
約
２
５
０
０
人
が
踊
る
姿

は
圧
巻
で
す
。
パ
レ
ー
ド
で
は
審
査
も
行

わ
れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
な
ど
が
決
ま
り
ま

す
。

　
　

　
渋
谷
区
と
鹿
児
島
市
と
は
、
鎌
倉
時
代

に
渋
谷
一
帯
を
所
領
し
た
豪
族
の
渋
谷
氏

が
、
薩
摩
の
地
に
一
族
で
移
住
し
た
ゆ
か

り
が
あ
り
ま
す
。

　
渋
谷
駅
前
に
あ
る
忠
犬
ハ
チ
公
の
初
代

銅
像
は
、
１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
に
、

鹿
児
島
市
出
身
の
安
藤
照
氏
が
造
り
ま
し

た
。
現
在
の
ハ
チ
公
像
は
２
代
目
で
、
照

氏
の
子
息
で
あ
る
安
藤
士
氏
の
作
品
で

す
。

　
旧
山
手
通
り
に
は
明
治
の
は
じ
め
西
郷

隆
盛
、
そ
の
従
弟
の
従
道
が
渡
っ
た
西
郷

橋
が
あ
り
ま
す
。
隣
接
す
る
西
郷
山
公
園

（
目
黒
区
）
は
、
西
郷
邸
跡
で
す
。
渋
谷

の
猿
楽
町
を
通
る
「
西
郷
馬
車
道
通
り
」

は
、
明
治
時
代
に
従
道
が
邸
宅
か
ら
都
心

の
官
庁
ま
で
馬
車
で
通
っ
て
い
た
時
か
ら

「
西
郷
ど
ん
の
馬
車
道
通
り
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
渋
谷
区
に
は
、
鹿
児
島
ゆ

か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
て
い
る
の
で

す
。

　
渋
谷
区
と
鹿
児
島
市
は
２
０
０
０
（
平

成
12
）
年
４
月
、
自
然
災
害
に
対
し
相
互

に
応
援
・
協
力
す
る
た
め
、
災
害
時
相
互

ちがいを ちからに 変える交流・連携

　
今
年
８
月
、
渋
谷
区
と
鹿か

ご

し

ま

し

児
島
市
が
、﹁
観
光
・
文
化
交
流
協
定
﹂
を
結
び
ま

し
た
。
両
区
市
は
﹁
渋
谷･

鹿
児
島
お
は
ら
祭
﹂
の
開
催
や
、﹁
災
害
時
相
互
応
援

協
定
﹂を
２
０
０
０︵
平
成
12
︶年
度
に
締
結
す
る
な
ど
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

渋
谷
区
が
観
光･

文
化
の
分
野
で
他
自
治
体
と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
は
、
今
回

が
初
め
て
で
す
。
今
回
の
協
定
を
き
っ
か
け
に
、
渋
谷
区
で
は
観
光
振
興
、
文
化

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
渋
谷
区
は
、
長
谷
部
健
区
長

の
下
で
企
業
や
大
学
な
ど
産
官
学
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
携
し
、
資
源
を
活
用
し
て

様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

産
官
学
、
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
課
題
解
決

道玄坂と文化村通りを約２５００人が踊る

「渋谷 ・鹿児島おはら祭」

応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
両
区
市
は
様
々
な
交
流
を
通

じ
て
お
互
い
の
絆
を
深
め
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
、「
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭
」

が
第
20
回
を
迎
え
た
こ
と
を
契
機
と
し

て
、
交
流
を
一
層
深
め
て
い
こ
う
と
、
８

月
31
日
に
「
観
光
・
文
化
交
流
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
協
定
に
は
、
①
観
光
及

び
産
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
②
歴
史
的

関
わ
り
や
文
化
を
通
じ
た
交
流
促
進
に
関

す
る
こ
と
③
住
民
の
交
流
促
進
に
関
す
る

こ
と
④
民
間
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み

に
関
す
る
こ
と
―
―
に
つ
い
て
相
互
に
連

携
・
協
力
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
谷
部
健
渋
谷
区
長
は
「
こ
の
協
定
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
鹿
児
島
市
が
持
つ
魅

力
を
渋
谷
区
か
ら
国
内
外
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
や
、
渋
谷
区
な
ら
で
は
の
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
を
鹿
児
島
市
か
ら
発

信
し
て
も
ら
う
な
ど
、
相
互
の
地
域
活
性

に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
た

い
。
ま
た
、
渋
谷
区
で
は
、
特
産
品
な
ど

を
使
っ
た
土
産
物
が
少
な
い
の
で
、
鹿
児

島
市
の
特
産
品
を
取
り
入
れ
た
お
土
産
を

作
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で

は
。」
と
期
待
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
は
、
明
治
維
新
１
５
０
周
年
の
大

き
な
節
目
の
年
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
で
は
『
西
郷
ど
ん
』
も
放
送
さ
れ
る
な

ど
、
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
１
年
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
来
年
の
「
渋
谷
・
鹿
児
島

お
は
ら
祭
」
は
、
５
月
19
日
、
20
日
に
開

催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
く
み
ん
の
広
場
」
に
渋
谷
区
ゆ

か
り
の
自
治
体
が
出
店

　
渋
谷
区
が
観
光
・
文
化
と
い
う
分
野
で

自
治
体
と
協
定
を
結
ぶ
の
は
、
初
め
て
の

こ
と
で
す
。
同
区
に
は
姉
妹
都
市
・
友
好

都
市
が
国
内
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
は
多

く
の
自
治
体
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
相
互
応
援
協
定

を
結
ん
で
い
る
自
治
体
は
、

前
出
の
鹿
児
島
市
の
ほ
か

に
、
秋
田
県
大お

お
だ
て
し

館
市
、
東
京
都

羽は

む

ら

し

村
市
、
長
野
県
飯い

い

だ

し

田
市
、

静
岡
県
河か

わ
づ
ち
ょ
う

津
町
で
す
。

　
大
館
市
は
、
秋
田
犬
発
祥

の
地
で
、
忠
犬
ハ
チ
公
の
ふ

る
さ
と
で
す
。
２
０
０
２

（
平
成
14
）
年
度
か
ら
は
渋

谷
区
内
の
学
校
給
食
で
大

館
産
の
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
羽

村
市
は
、
渋
谷
区
内
に
も
流

れ
る
玉
川
上
水
の
源
で
す
。

飯
田
市
は
、
同
市
出
身
で
、

明
治
時
代
の
日
本
画
家
・
菱

田
春
草
が
晩
年
を
渋
谷
区

代
々
木
で
過
ご
し
た
縁
。
区

立
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
大

和
田
の
伝
承
ホ
ー
ル
で
は
、
飯
田
に
伝
わ

る
人
形
劇
を
は
じ
め
民
俗
芸
能
を
披
露
し

て
も
ら
う
な
ど
、
広
範
囲
の
交
流
が
続
い

て
い
ま
す
。
河
津
町
は
、
２
０
０
２
（
平
成

14
）
年
の
区
制
70
周
年
記
念
で
、
く
み
ん

の
広
場
に
参
加
し
た
り
、
区
内
の
公
園
に

河
津
桜
を
寄
贈
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
同

町
の
花
が
渋
谷
区
と
同
じ
花
菖
蒲
で
あ
る

渋
谷
区
と
鹿
児
島
市
が
観
光

・
文
化
交
流

協
定
を
締
結
＝
今
年
８
月

大
勢
の
人
た
ち
が
訪
れ
る
「
く
み
ん
の
広
場
」
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ら

し

村
市
、
長
野
県
飯い

い

だ

し

田
市
、

静
岡
県
河か

わ
づ
ち
ょ
う

津
町
で
す
。

　
大
館
市
は
、
秋
田
犬
発
祥

の
地
で
、
忠
犬
ハ
チ
公
の
ふ

る
さ
と
で
す
。
２
０
０
２

（
平
成
14
）
年
度
か
ら
は
渋

谷
区
内
の
学
校
給
食
で
大

館
産
の
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
羽

村
市
は
、
渋
谷
区
内
に
も
流

れ
る
玉
川
上
水
の
源
で
す
。

飯
田
市
は
、
同
市
出
身
で
、

明
治
時
代
の
日
本
画
家
・
菱

田
春
草
が
晩
年
を
渋
谷
区

代
々
木
で
過
ご
し
た
縁
。
区

立
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
大

和
田
の
伝
承
ホ
ー
ル
で
は
、
飯
田
に
伝
わ

る
人
形
劇
を
は
じ
め
民
俗
芸
能
を
披
露
し

て
も
ら
う
な
ど
、
広
範
囲
の
交
流
が
続
い

て
い
ま
す
。
河
津
町
は
、
２
０
０
２
（
平
成

14
）
年
の
区
制
70
周
年
記
念
で
、
く
み
ん

の
広
場
に
参
加
し
た
り
、
区
内
の
公
園
に

河
津
桜
を
寄
贈
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
同

町
の
花
が
渋
谷
区
と
同
じ
花
菖
蒲
で
あ
る

渋
谷
区
と
鹿
児
島
市
が
観
光

・
文
化
交
流

協
定
を
締
結
＝
今
年
８
月

大
勢
の
人
た
ち
が
訪
れ
る
「
く
み
ん
の
広
場
」
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こ
と
な
ど
の
縁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
か
ら
始
ま
り
、

毎
年
11
月
初
旬
に
都
立
代
々
木
公
園
Ｂ
地

区
他
で
行
わ
れ
て
い
る
「
渋
谷
区
く
み
ん

の
広
場
　
ふ
る
さ
と
渋
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
は
、こ
う
し
た
自
治
体
に
加
え
て
、

渋
谷
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
自
治
体
が
出

店
。
観
光
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の
販
売
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、ス
テ
ー
ジ
で
は
、

「
ふ
る
さ
と
お
国
じ
ま
ん
」
と
し
て
各
自

治
体
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

シ
ョ
ー
や
、
特
産
品
が
当
た
る
ク
イ
ズ
大

会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
渋
谷
区
く
み
ん
の
広
場
」
は
今
年
で

40
回
目
を
迎
え
、
区
民
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
来
街
者
も
楽
し
め
る
渋
谷
区
を
代
表

す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
対
策
で
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
４
月
に
長
谷

部
健
区
長
が
就
任
。
渋
谷
区
は
、
大
学
や

企
業
な
ど
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
活
か
し
な
が
ら
、
単
一
の
自
治
体
だ
け

で
は
解
決
出
来
な
い
課
題
を
解
決
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
渋
谷
区
は
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
４

月
か
ら
、
認
知
症
に
つ
い
て
不
安
を
抱
え

る
当
事
者
や
家
族
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
、
神
奈
川
県
川か

わ
さ
き
し

崎
市
や
、
国
内

外
の
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ー
プ
ル
デ
ザ

イ
ン
研
究
所
と
連
携
し
、
大
学
生
に
よ
る

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
今
後
も
増

加
が
見
込
ま
れ
る
認
知
症
の
人
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
。

　
慶
應
義
塾
、
専
修
、
青
山
学
院
の
３
大

学
と
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ル
フ
ト
工
科
大
学
の

学
生
が
、
渋
谷
区
と
川
崎
市
が
提
示
し
た

行
政
課
題
や
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
地
域
の

状
況
把
握
や
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
認
知
症
の
人
の
社
会
共
生
と
課
題
解
決

方
法
を
検
討
。定
期
的
に
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
一

つ
）
を
活
用
し
た
国
際
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
、
課
題
解
決
型
の
サ
ー
ビ
ス
や
製
品

企
画
の
提
案
を
行
う
も
の
で
す
。

　
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
11
月
８
日
に

は
、「
２
０
２
０
年
、
渋
谷
。
超
福
祉
の

日
常
を
体
験
し
よ
う
展
（
超
福
祉
展
）」

に
お
い
て
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度
が
２
年

計
画
の
最
終
年
と
な
り
、
ど
の
よ
う
な
成

果
が
出
る
の
か
が
楽
し
み
で
す
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
体
は
、
あ
く
ま
で
大

学
生
た
ち
。
渋
谷
区
と
川
崎
市
は
、
共
同
研

究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
資
源
を
提
供
し
、

大
学
生
た
ち
の
研
究
の
成
果
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
課
題
の
解

決
に
結
び
付
け
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
自
治
体
間
連
携
は
、
イ
ベ

ン
ト
や
観
光
Ｐ
Ｒ
、
物
産
展
な
ど
観
光
・

産
業
面
で
の
交
流
や
、交
流
自
治
体
を〝
第

２
の
ふ
る
さ
と
〟
と
し
て
位
置
付
け
、
農

業
や
自
然
体
験
な
ど
で
訪
れ
る
交
流
が
多

い
で
す
が
、
渋
谷
区
の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
民
間
企
業
や
行
政
だ
け
で
な
く
、
大

学
生
を
巻
き
込
み
、
学
術
研
究
を
通
じ
た

新
た
な
連
携
の
取
り
組
み
と
言
え
ま
す
。

ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街

　
渋
谷
区
は
昨
年
、
20
年
ぶ
り
に
区
の
基

本
構
想
を
策
定
。〝
成
熟
し
た
国
際
都
市
〟

を
目
指
す
た
め
に
〝
ち
が
い
を 

ち
か
ら

に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
〟
と
い
う
未
来

像
を
設
定
し
、
こ
れ
を
押
し
進
め
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
〝
Ｙ
Ｏ
Ｕ
　
Ｍ

Ａ
Ｋ
Ｅ
　
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ
〟
と
し
ま
し

た
。
観
光
・
文
化
交
流
で
協
定
を
結
ん
だ

鹿
児
島
市
も
、
大
学
生
た
ち
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
む
川
崎
市
も
、「
く
み
ん

の
広
場
」
な
ど
様
々
な
縁
で
渋
谷
区
と
交

流
を
続
け
て
き
た
自
治
体
も
、
そ
れ
ぞ
れ

が
お
互
い
の
強
み
を
活
か
し
、
互
い
の
足

り
な
い
部
分
を
補
い
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー
で

す
。

　
渋
谷
区
で
は
、
鹿
児
島
市
の
よ
う
に
、

長
い
年
月
を
か
け
て
あ
た
た
め
て
き
た
交

流
自
治
体
と
の
関
係
を
さ
ら
に
育
ん
で
い

る
一
方
、
学
術
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
川
崎
市
と
も
連
携
し
て
学
生
た
ち
の
共

同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
な
ど
、

新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
連
携
を
進

め
る
渋
谷
区
の
取
り
組
み
に
注
目
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨年 11 月の 「超福祉展」 で共同研究プロジェクト

の成果発表 （中央が長谷部健渋谷区長）
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